
文献データベースと電子ジャーナルの利用行動に対
するリンクリゾルバの影響の分析

著者 林 賢紀, 阪口 哲男
雑誌名 情報知識学会誌
巻 22
号 3
ページ 238-252
発行年 2012-11
権利 (C) 2012 情報知識学会
その他のタイトル Analysis of the Link Resolver's effect on

Users' access of Bibliographic Databases and
Electronic Journals

URL http://hdl.handle.net/2241/117839
doi: 10.2964/jsik.22_238

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Tsukuba Repository

https://core.ac.uk/display/56653212?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


1 

 

論文 

文献データベースと電子ジャーナルの利用行動に対する 

リンクリゾルバの影響の分析 

Analysis of the Link Resolver's effect on Users' access of 

Bibliographic Databases and Electronic Journals 

林賢紀 1*，阪口哲男 2 

Takanori Hayashi
1*

, Tetsuo Sakaguchi
2
 

 

1 農林水産省農林水産技術会議事務局筑波事務所研究情報課 

（農林水産研究情報総合センター） 

Research Information Division, Tsukuba Office, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council 

Secretariat, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 

(Agriculture, Forestry and Fisheries Research Information Technology Center) 

〒305-8601 茨城県つくば市観音台 2-1-9 

E-mail: tzhaya@affrc.go.jp 

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科 

Graduate School of Library, Information and Media Studies, University of Tsukuba 

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2 

2 筑波大学図書館情報メディア系 

Faculty of Library, Information and Media Science, University of Tsukuba 

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2 

E-mail: saka@slis.tsukuba.ac.jp 

*連絡先著者 Corresponding Author 

 

文献データベースと電子ジャーナルをリンクするシステムとして，リンクリゾルバが利用

されている．本論文では，文献データベース，電子ジャーナル，リンクリゾルバそれぞれの

アクセスログを解析することにより，リンクリゾルバの影響の分析を試みた．この結果，デ

ータベースの検索結果からリンクリゾルバを経由して幅広い分野の雑誌タイトルに利用者を

誘導できる効果が確認できた．このとき，リンクリゾルバは，PNAS や Science，Nature など

の総合科学雑誌と比較して分野に特化した雑誌へ多くの利用者を誘導している．特に，Web of 

Science のような収録範囲の広いデータベースの利用においてこの効果は顕著であり, リンク

リゾルバの導入は特定分野の雑誌論文の可視性を高め，利用に結びつける効果があることを

明らかにした． 
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The link resolvers provide links between articles published in electronic journals and bibliographic 

databases. We report on analysis of the log files of a link resolver, bibliographic databases and 

electronic journals. We have found that the link resolver can lead users from bibliographic databases to 

electronic journals in a wide range of research fields. In addition, we found that the resolver would 

lead users more often to journals of specialized subjects than to those of wide subject coverarge like 

PNAS, Science and Nature. This effect is remarkable in use of generic database like Web of Science. 

The former are usually accessed to e-journals websites whereas the latter are more frequently accessed 

more than before as a result of references from the link resolver. 

 

キーワード: リンクリゾルバ，文献データベース，電子ジャーナル, S.F.X., ログ分析 

Link Resolver, Bibliographic Database, Electronic Journal, S.F.X, Log analysis 

 

1. はじめに 

文献データベースの検索結果一覧や，詳細

検索結果中の引用文献リストなどから文献

へアクセスするため，文献データベースと電

子ジャーナルをリンクするシステムのひと

つとしてリンクリゾルバがある．文献データ

ベース等から書誌情報を OpenURL により受

信し，あらかじめ登録された電子ジャーナル

のアクセス先を表示することで利便性を高

めるほか，自館の所蔵検索やドキュメントデ

リバリサービスとリンクすることで，必要な

文献の入手可能性を高め，かつ効率化するツ

ールである（図１）． 

利便性の高さから，リンクリゾルバの導入

について注目が高まり，その効果，特に電子

ジャーナルの利用の変化について報告がな

されているが，電子ジャーナルの購読数が少

なく期待された効果を発揮し得なかった事

例も報告されている[1]． 

では，どのような環境であれば，リンクリ

ゾルバの導入効果を発揮できるのか．リンク

図 1リンク元ソースとリンクリゾルバ，リンクサービスのリンク 

•電子ジャーナル
（無償でアクセスできる
雑誌を含む）
•OPACによる所蔵検索
•GoogleなどWebサイト

検索
•文献複写依頼

•文献データベースの
検索結果
•OPACの検索結果
•電子ジャーナルリスト
•Google Scholar
•その他の検索システム等

データベース等の
検索結果から中間窓へ

（リンク元ソース）

中間窓から電子ジャーナル
その他の原報入手手段へ

（リンクサービス）

中間窓を表示し
情報同士をリンク

リンクリゾルバ
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リゾルバのログ分析のほか，文献データベー

ス，電子ジャーナルのアクセスなど総合的に

利用の様態を捉えることで，リンクリゾルバ

の導入効果をより明らかにする必要がある．

また，これまでに，リンク元ソースとリンク

サービスのアクセスログをつないだ形での

分析事例は見当たらない． 

本稿では，このようなリンクリゾルバ導入

の効果を把握するために，リンクリゾルバ，

文献データベース，電子ジャーナルのログを

関係づけた分析手法を提案する．また，農林

水産研究情報総合センターで導入したリン

クリゾルバなどのログ分析にこの手法を適

用しその有効性を示す． 

 

2. リンクリゾルバの導入による電子
ジャーナルのアクセス支援 

2.1 電子ジャーナルの利用の動向 

2007 年に行われた SCREAL 調査[2]では，

電子ジャーナルはほぼ毎日利用する者が40%

近い割合を占めるなど，多くの利用がある．

また，利用可能なタイトル数も増加し，国立

大学における電子ジャーナル購読数は 2008

年度に 7,000 誌を超え[2]，国立大学図書館協

会電子ジャーナル・コンソーシアムによるビ

ッグディールと呼ばれる契約形態の導入が

主な要因で，これにより契約している出版社

が刊行している全ての電子ジャーナルにア

クセスできる．ビッグディールは利用可能な

電子ジャーナルのタイトル数の増加の一因

[3]であるが，このような大手商業出版が刊行

するタイトルに限ったコレクションとなる

問題点がある．さらに，オープンアクセスと

して提供される雑誌の増加，また機関リポジ

トリに収載され提供される論文など，同じ論

文でも複数の箇所で提供されているのが現

状である． 

しかし，松林らが指摘[4]するように電子ジ

ャーナルが普及すれば，利用者が各自で必要

な情報の検索と入手が可能となるが，必要な

情報が入手できないという不満は消えてい

ないという現状もある．このような状況にお

いては，自らが必要とする情報を膨大な電子

ジャーナルから円滑に探し出すことは困難

である．そこで図書館は，図書館自身が作成

した電子ジャーナルの一覧や，データベース

と電子ジャーナルをリンクするリンクリゾ

ルバなどのツールを提供することにより，こ

れらの困難さの軽減を図っている． 

 

2.2 リンクリゾルバの動作と利用 

通常，リンクリゾルバを利用して電子ジャ

ーナルへのリンク解決を行うには，主に以下

の設定を行う． 

(1) 文献データベース等に，リンクリゾル

バの URLを登録する．これにより，検

索結果中にリンクリゾルバへ OpenURL

を送信するリンクやアイコンが表示さ

れる． 

(2) リンクリゾルバに，自機関で利用可能

な電子ジャーナル，自館の OPACや ILL

申込みフォームなどのURLを登録する． 

Web of Science，OvidSP，Scopus，CiNii な

ど主要な文献データベースサービスは(1)に

対応しており，(2)についてはリンクリゾルバ

を提供する図書館システムベンダが必要な

情報を常時更新しているほか，独自に設定す

ることもできる．これで，例えば CiNii の検

索結果中にリンクリゾルバへのリンクを示

すアイコンが表示され，このアイコンをクリ

ックすることで，送信された OpenURL に応

じてあらかじめ登録された電子ジャーナル

や自館のOPACなどへのリンクを表示する中

間窓が表示される．利用者は，中間窓に表示
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されたリンクから必要なサービスを選択し

これを利用する． 

「中間窓」「リンク元ソース」「リンクサー

ビス」などの呼称はリンクリゾルバの製品に

よって異なる場合があるが，本稿では Ex 

Libris社の SFXでの呼称を使用することとし，

以下(1)で中間窓への入口となるサービス群

をリンク元ソース，(2)の利用可能な電子ジャ

ーナル，OPAC など中間窓上で提供されるサ

ービス群をリンクサービスと呼ぶ． 

「どの文献データベースからどの雑誌の

リクエストがあったか」また「どの電子ジャ

ーナルプラットフォームのどの雑誌がアク

セスされたか」はログとして記録される．こ

れを利用して，リンクリゾルバを経由したデ

ータベースや電子ジャーナルなどの利用傾

向を詳細に把握することができる．  

 

3. リンクリゾルバのアクセスログによ
り得られるもの 

リンクリゾルバの一つである SFX を導入

した筑波大学附属図書館でのアクセスログ

の分析が宇陀らにより行われている[6]．この

結果として，リンクリゾルバが提示する選択

肢のうち電子ジャーナル閲覧を利用する割

合及び件数が高いことが指摘されている．ま

た，中間窓に表示されたリンクサービスがク

リックされる回数は表示回数に対して 3割程

度であり，またよく利用されるリンクサービ

スは「フルテキストの入手」「所蔵情報の確

認」であることなどが明らかにされている．

このように，リンクリゾルバのアクセスログ

を解析することで，よく利用されるリンクサ

ービスを把握でき，利用者の行動把握にも繋

げることができる． 

Stowers らによる University of Nevada, Las 

Vegas（UNLV）での調査[7]によれば，中間窓

で電子ジャーナルへのリンクが表示された

場合には97%が電子ジャーナルにアクセスし

ているのに対し，文献複写サービスが提示さ

れた場合は16%の利用に留まっている．また，

電子ジャーナルへのリンクが示されなかっ

た場合，利用者は文献複写サービスを利用せ

ずその他の電子化された論文を探している

としている．Wakimoto らによる California 

State Universityにおけるリンクリゾルバ導入

の効果分析[8]においても，電子ジャーナルへ

のアクセスが65%であるのに対して文献複写

サービスの利用は 8%とリンクリゾルバが提

示した原報入手手段全体の利用数48%と比較

して大きな差が現れている． 

一方，リンクリゾルバのアクセスログの解

析は，購入雑誌タイトルの評価などにも利用

されている．Stengel による California State 

University, San Marcos（CSUSM）における調

査[9]では，ログファイルからリンクリゾルバ

を経由して閲覧された電子ジャーナルと複

写依頼サービスを利用した雑誌タイトルの

分析が行われた．Stengelによる調査では，リ

ンクリゾルバが提示する原報入手の選択肢

のうち，文献複写サービスより電子ジャーナ

ル閲覧を選択する割合が高いことが示され

た．また電子ジャーナルも冊子体も購読して

いない雑誌タイトルに対する複写依頼の要

求から，従来は得られなかった利用者の潜在

的な購読要求を把握している．これらの結果

から，所蔵雑誌タイトル，特に電子ジャーナ

ルの拡充が必要であると結論づけている．こ

の調査では，リンクリゾルバの一つ，SFXの

ログ解析により，リンクリゾルバの導入とロ

グファイルの分析が利用者の情報利用の把

握や購入雑誌タイトルの選定に有用である

ことを示した． 

このように，これまでの調査ではリンクリ
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ゾルバとリンクリゾルバを経由した主たる

アクセス先である電子ジャーナルの利用に

ついて，アクセスログにより利用そのものの

状況はもちろん，購入・非購入雑誌のニーズ

の把握や新規購入雑誌の評価が行われてき

たが，文献データベースと関連してリンクリ

ゾルバがどのように利用されているかにつ

いて述べた物は見当たらない．このため，本

研究ではリンクリゾルバへの主たる入口で

ある文献データベースについてもログ分析

を行い，電子ジャーナルと併せて分析を行う． 

 

4. 分析手法と対象 

リンクリゾルバのアクセスログの分析は，

SFXの管理ツール上の統計出力機能を利用し

た．また，データベースと電子ジャーナルの

アクセスログについては，COUNTER[10]に準

拠したフォーマットでセッション数とアク

セス数を記録したファイルを SFX に付属す

る統計解析ツール UStat により集計し分析に

使用した． 

 

4.1 アクセスログの分析 

リンクリゾルバほか，文献データベース，

電子ジャーナルへのアクセスなど総合的に

利用の様態を捉えるため，これらのサービス

についてログを収集，分析した． 

まず，SFXへのアクセスについては，デー

タベース等で検索された文献の入手要求の

結果として生じることが主である．これを把

握するため，SFXのログから，全文の入手要

求が発生したデータベースと要求された電

子ジャーナルの提供可否と，実際のアクセス

回数を集計した．これにより，データベース

検索で発生した文献の入手要求にどの程度

応えることができるのか，またデータベース

毎の論文入手の可能性の差違などを把握で

きた．なお，リンクリゾルバによっては，こ

れらの集計機能を有していないものがある． 

データベースと電子ジャーナルについて

は，そのセッション数とアクセス数の全体を

把握する．データベースについては，先行研

究調査など全文の閲覧が必須でない利用形

態も考えられること，また電子ジャーナルは

各サイトに直接アクセスして利用するなど，

いずれも SFXを介さない利用が想定される． 

これら 3者の利用の総数を把握し，どのよ

うな条件下で SFX が利用されているかを比

較分析することで，文献の検索から入手まで

の過程で SFX が有効に活用される条件を明

らかにした． 

 

4.1.1 SFX のログ分析 

SFXはリンク元ソースとリンク元ソースか

ら送られた OpenURL に記載された情報を併

せ，「どのリンク元ソースからどの論文誌へ

のリクエストがあったか」をリンク元ソース

毎及び論文誌毎にログ出力する機能を標準

で有している．また，リクエストに応じて開

かれた中間窓上に表示した電子ジャーナル

や OPAC，ILL などのサービスへのリンクの

表示回数と実際にリンクをクリックした回

数をカウントし，リンクサービス毎に，また

電子ジャーナルであれば収録されているプ

ラットフォーム毎及び雑誌タイトル毎に出

力する機能を有している． 

そこで，SFXのリンク元ソースのデータベ

ースや中間窓でのリンク表示回数と実際に

クリックされた回数を集計し，データベース

から SFX への全文利用の要求回数と実際の

利用回数を把握した． 

 

4.1.2 データベースのログ分析 
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SFXのリンク元ソースのデータベースにつ

いて，COUNTER[10]に準拠した標準的な統計

を各データベースから取得し，UStat により

集計した．COUNTER準拠の統計のうちデー

タベースの利用統計に使用されるフォーマ

ット，Database Report 1では，月ごとにデー

タベースの検索回数とセッション数が記録

されている． 

これら Database Report 1での集計結果を元

に，データベースごとの利用回数の全体像を

把握した． 

 

4.1.3 電子ジャーナルのログ分析 

電子ジャーナルのアクセスログについて

も，各出版社等から COUNTERに準拠した統

計が提供されており，データベースと同様に

UStat により集計した．COUNTER 準拠の統

計のうち雑誌別のリクエスト数の利用統計

に使用されるフォーマット，Journal Report 1

では月ごとに収録されているプラットフォ

ームと各雑誌のリクエスト回数とが記録さ

れている．電子ジャーナルについては異なる

プラットフォームで同一の雑誌タイトルが

提供されている場合があるが，UStat では複

数のプラットフォームの統計から一つの電

子ジャーナルタイトル毎にリクエスト回数

を集計することができた． 

これら Journal Report 1での集計結果を元に，

収録されているプラットフォームに関わら

ず雑誌タイトル単位での電子ジャーナル利

用回数の全体像を把握した． 

 

4.2 利用環境と利用者属性 

4.2.1 農林水産研究情報総合センターにお

けるリンクリゾルバ 

農林水産研究情報総合センター（以下，「情

報総合センター」という．）は文献データベ

ース，図書資料管理システム及び所蔵目録検

索など共通的に利用でき全機関の研究基盤

となるサービスを一元的に整備している．農

林水産省が所管する農林水産政策研究所及

び試験研究を業務とする６つの独立行政法

人においては，約 60 以上の研究拠点で情報

総合センターが構築したこの研究基盤を利

用し研究開発を行っている． また，各機関図

書室では専門とする主題領域についての文

献収集を行っている． 

2001 年ごろからは各機関図書室において

電子ジャーナルの購読が始まった．同時に，

雑誌単体ではなく Elsevier や Springer など大

手出版社が提供する複数の電子ジャーナル

を一括して利用可能なパッケージ契約を行

うことで，より多くの雑誌が利用可能となっ

た． 

次いで 2006 年には情報総合センターにお

いてリンクリゾルバの一つである SFX を導

入，各種の文献データベースと各機関図書室

が購読する電子ジャーナルをリンクし，文献

の検索から入手までのアクセスパスを一本

化した． 

本稿では，筆者が前項に示す各種のログフ

ァイルを入手でき，かつこれらのサービスの

利用が安定的に行われた 2010 年の利用デー

タについて分析した． 

 

4.2.2 利用者の属性 

情報総合センターの主たる利用者は農林

水産省試験研究機関並びに試験研究を業務

とする 6 つの独立行政法人の研究者約 4,000

人である．SCREAL 調査[2]によれば，農学，

生物学を専門とする研究者の電子ジャーナ

ル利用は，週 1回以上ある者の割合が生物学

で 95%，農学は 83%と全分野合計の 76%より

高い．また論文の発見手段を他分野と比較し
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た場合，「索引/抄録データベースを検索した

結果」は両分野とも 40%を超え，平均の 27.5%

を上回っている．「機関購読の電子版雑誌」

からの論文の発見は農学が 21.2%，生物学が

25.4%と平均の 23.5%に近いことが明らかに

されている． 

このため，これら独立行政法人に所属する

研究者においてもデータベースや電子ジャ

Web of Science

自然科学、社会科学分野全般から11,600誌を超える学術雑誌を収録し、分野を横断

した検索と引用文献の分析と再検索が可能。1900年以降の文献を収録。Thomson

Reutersが提供。

Current Contents Connect

代表的な学術雑誌の最新号の目次情報と書誌情報、抄録を収録。一部の学術雑誌

については刊行前にその電子版から完全な書誌情報を収録。Thomson Reutersが提

供。

BIOSIS Previews

ライフサイエンス関連分野を網羅したデータベース。収録範囲は農学、生物多様性、

バイオテクノロジー、植物学、海洋生物学、野生生物保護、動物学など多岐に渡る。

Thomson Reutersが提供。

CAB Abstract

農学および関連する生命科学分野全般における研究情報を収録するデータベース。

農学に特化したシソーラスを使用して、学術雑誌や書籍、学位論文、会議録などを検

索可能。CABI Publishing が作成。

MEDLINE

生物医学とライフサイエンスに関する大規模なデータベース。収録範囲は生物工

学、公衆衛生、臨床診療、動植物学、看護学、歯科学、獣医学、海洋生物学、前臨

床医学など。国立医学図書館（NLM）が提供。

Proceedings of the National

Academy of Sciences

1914年に創刊された米国科学アカデミー発行の機関誌。略称は「PNAS」。対象範囲

は自然科学全領域のほか、社会科学、人文科学も含む。特に生物科学・医学の分野

でインパクトの大きい論文が数多く発表されている。

ProQuest
米国のProQuest社が提供する、電子ジャーナルプラットフォーム。情報総合センター

ではAgricultural Journals, Biology Journalsの2種を契約している。

JSTOR

米国の非営利団体JSTORが作成する、Scienceなど主要学術雑誌のアーカイブを提

供するデータベース。JSTORアーカイブの方針により、雑誌の最新号とJSTORで利

用可能なデータとの間には、通常1～5年間のずれがある。情報総合センターでは

Business II Collection, Life Science Collectionの2種を契約している。

Springer Online Journal Archive

Springer社が発行する学術雑誌の初号～1996年刊行分のコンテンツを収録する電子

ジャーナルアーカイブ。情報総合センターでは次の5分野を利用できる。Biochemical

& Life Science, Business & Economics, Chemistry & Material Science, Earth &

Environmental Science, Medicine

UniBio
UniBio Pressが刊行する日本の生物学系協会の電子ジャーナル“Zoological

Science”　（社団法人日本動物学会）などの6誌を収録。

BioMedCentral

ピアレビューされた生物医学研究論文への迅速でかつ 無料のアクセスを提供するこ

とを目的とする独立系出版社、BioMed Centralにより運営される電子ジャーナルサイ

ト。一般読者向けから特定分野の専門雑誌など、228以上の学術雑誌を発行。

電子ジャーナル及び電子ジャーナルプラットフォーム概要

文献データベース概要

表 1 調査対象としたデータベース，電子ジャーナル及び電子ジャーナルプラットフォーム概要 
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ーナルの利用が高いことが期待された．なお，

各機関における研究対象は広範囲に渡り，土

木，機械，情報，経営・経済など農学以外を

専門とする研究者は全体の 10%程度である． 

 

4.3 集計対象 

情報総合センターが提供する SFX，データ

ベース，電子ジャーナルの利用統計について

集計を行った．各研究所では個々の研究分野

に特化した雑誌を購読しているが，これらは

ログが取得できないため集計より除外して

いる．今回の調査対象とした購読しているデ

ータベース及び電子ジャーナルの概要を表 1

に示す． 

 

4.3.1 SFX 

SFXに標準で備わっている管理ツールより，

農林水産省試験研究機関からの 2010 年の

SFX へのアクセスを対象に，以下の情報を出

力した．それぞれ，SFXで提供される統計機

能上の名称を示す． 

・リンク元ソースごとの SFX利用頻度集計 

・リンクサービスごとの SFX利用頻度集計 

・リンク元ソースごとの電子ジャーナルタイ

トル利用頻度集計 

・ターゲット（リンクサービス）ごとの電子

ジャーナルタイトル利用頻度集計 

今回は，情報総合センターが契約しているデ

ータベースに加え，利用が多いと推測される

Google Scholarについても集計を行った． 

「リンク元ソースごとの電子ジャーナル

タイトル利用頻度集計」には，全てのリンク

元ソースからの図書館所蔵検索や電子ジャ

ーナル全文の利用など，全てのリンクサービ

スの利用頻度が含まれる．この結果から，情

報総合センターが購読しているデータベー

ス及び Google Scholar からのリンクサービス

の利用頻度を抽出した．得られた電子ジャー

ナルタイトルには情報総合センターが利用

契約を行っているもののほか，SFX に登録さ

れているオープンアクセス誌など無料でア

クセスできる雑誌も含まれる．これらの合計

は 6,026 誌であった．また，これら電子ジャ

ーナルについては Journal Citation Report

（2009）のカテゴリ別雑誌リストを元に分野

別の集計を行った．  

「ターゲット（リンクサービス）ごとの電

子ジャーナルタイトル利用頻度集計」からは，

SFXを経由してアクセスした雑誌タイトル数

と件数をプラットフォーム別に把握した．

Directory of Open Access Journal 登録誌などオ

ープンアクセス誌については延べ 1,747 誌

8,181 回のアクセスが，有償購読が必要な雑

誌については延べ 2,233誌 16,461回のアクセ

スがそれぞれあった．なお，オープンアクセ

スか否かについてはプラットフォームによ

り判断したほか，異なるプラットフォームに

収録されている同一タイトルの雑誌は重複

してカウントされている． 

 

4.3.2 データベース 

情報総合センターで契約し農林水産省試

験研究機関に提供している Web of Science，

Current Contents Connect，BIOSIS Previews，

CAB Abstract（以下それぞれ，「WoS」，「CCC」，

「BIOSIS」，「CAB」という．），MEDLINEの

各データベースについて， COUNTER 

Database Report1による統計情報をUStatに集

約，セッション数を得た． 

なお，WoS，CCCは Thomson Reuters から，

BIOSIS，CAB，MEDLINEは Ovid Technologies

のプラットフォーム，OvidSP経由と異なる主

体から提供されている．SFX へのリンクボタ

ンはいずれのデータベースでも表示される．  



9 

 
 

サービスの種類 Request数 Clickthrough数 利用割合 表示割合

中間窓表示回数 59,748 38,609 65% -

図書館所蔵検索 58,785 7,545 13% 98%

複写依頼サービス 55,606 3,907 7% 93%

Web検索 47,868 1,961 4% 80%

書誌情報取得 38,928 232 1% 65%

同じ著者の論文の再検索 32,680 278 1% 55%

電子ジャーナル全文 28,687 23,983 84% 48%

抄録閲覧 11,513 609 5% 19%

論文推薦サービス 2,980 94 3% 5%

引用文献調査 1,088 0 0% 2%

※SFXでは，一回の中間窓の表示に対し複数のリンクサービスを表示するため，中

間窓表示回数とRequest数の合計は一致しない．

表 3 SFXリンクサービス毎利用頻度集計 

購読誌数
アクセスされ

た誌数

購読誌数に
対する

アクセス割合

アクセス数
合計

最新号の
閲覧可否

Proceedings of the National Academy of Sciences 1 1 100% 19,503 ○

ProQuest 1,207 299 25% 6,784 ○

JSTOR 1,417 170 12% 22,120 ×

Springer Online Journal Archive 3,894 761 20% 56,341 ×

UniBio 6 6 100% 496 ○

BioMedCentral 151 117 77% 5,553 ○

合計（カッコ内はプラットフォーム間の重複を除いた数） 6,676 (6,042) 1,354 (1,303) 110,797 (109,021)

表 2 調査対象とした電子ジャーナル及び電子ジャーナルプラットフォームの購読誌数，アクセス数

合計，最新号の閲覧可否 

図 2 調査対象とした電子ジャーナル及び電子ジャーナルプラットフォームの購読誌数とその割合 

Proceedings of the National Academy of Sciences

(1誌, 0%)

ProQuest

(1,207誌, 18%)

JSTOR

(1,417誌, 21%)Springer Online Journal Archive

(3,894誌, 59%)

UniBio

(6誌, 0%)

BioMedCentral

(151誌, 2%)

延べ購読誌数：6,676誌
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4.3.3 電子ジャーナル 

表 2に，今回の集計対象とした電子ジャー

ナル及び電子ジャーナルプラットフォーム

の一覧とその購読誌数，アクセスされた誌数，

アクセス数の合計及び最新号の閲覧可否を

まとめた．また，電子ジャーナル及び電子ジ

ャーナルプラットフォームに収録されたタ

イトルのうち最新号が閲覧可能なものは図 2

の通り全体の約 1/5 であった．これらについ

て COUNTER Journal Report1による統計情報

を UStat に集約，雑誌ごとのアクセス回数を

得た．ただし，Directory of Open Access Journals

登録誌など，利用統計が入手できなかったオ

ープンアクセス誌については，集計対象とし

ていない． 

これらの合計は 6,042 誌で，うち 1 回以上

アクセスのあったタイトル数は 1,303 誌であ

った． 

 

5. 結果 

5.1 SFX 経由での電子ジャーナル閲覧回数

とその割合 

表 3にデータベースごとのSFXの利用割合

を示す．SFXが出力する中間窓上で表示され

た各種のサービスへのリンク表示回数（以下，

「Request 数」という．）59,748 回に対し，実

際にこれをクリックし利用した回数（以下，

「Clickthrough数」という．）は 38,609回（65%）

であった． 

表 4 雑誌分野別/データベース別リンクサービス利用回数 

分野(JCR 2009 による)
Clickthrough
数計

WoS CCC BIOSIS CAB MEDLINE
Google
Scholar

購読EJ全
アクセス数

Plant Sciences 3,482 1,676 315 178 87 5 210 12,401

Agronomy 2,710 1,224 196 79 87 188 11,602

Biochemistry & Molecular Biology 2,617 1,221 174 142 40 32 160 7,863

Ecology  2,304 851 108 112 25 1 266 12,308

Agriculture 1,748 777 148 62 60 5 68 395

Environmental Sciences 1,298 598 33 42 32 6 85 2,243

Chemistry 1,184 632 91 12 15 10 24 584

Biotechnology & Applied Microbiology 1,145 401 101 71 32 11 91 7,594

Soil Science 894 418 41 25 22 48 1,020

Food Science & Technology 883 330 119 17 12 4 15 382

Marine & Freshwater Biology 872 189 14 92 6 187 2,203

Entomology  847 280 34 56 36 1 101 1,071

Fisheries  835 308 8 65 11 92 1,061

Multidisciplinary Sciences 826 323 33 19 7 4 118 21,640

Forestry  772 376 88 12 13 142 2,372

Genetics & Heredity 631 191 45 14 7 6 108 1,622

Biology 560 183 19 37 5 5 77 1,396

Cell Biology 515 207 42 18 4 9 58 1,208

Microbiology  477 137 19 15 16 7 37 997

Biochemical Research Methods 473 168 19 30 12 11 17 2,488

その他の分野 5,545 2,263 260 234 65 64 373 12,972

分野不明（JCRに掲載されていない雑誌） 5,621 738 41 268 265 26 525 3,599

データベースセッション数 - 23,932 3,685 6,767 6,059 3,306 - -

１セッションあたりRequest率 - 85% 68% 35% 21% 8% - -

SFX Request数 54,950 20,398 2,520 2,372 1,299 261 4,335 -

Clickthrough数 36,239 13,491 1,948 1,600 859 207 2,990 -

1RequestあたりClickthrough率 66% 66% 77% 67% 66% 79% 69% -

※「購読EJ全アクセス数」はSFXを経由しないアクセスを含んだ数
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このうち，電子ジャーナルの利用について

は，Request 数 28,687 回に対し Clickthrough

数 23,983回（84%）と他のリンクサービスと

比較して高い割合を示した．一方，電子ジャ

ーナル全文へのリンクが表示された回数を

中間窓表示回数と比較すると，その割合は

48%であり，SFXの利用回数全体のうち約 1/2

は全文へのリンクを表示していることを示

す． 

 

5.2 電子ジャーナル閲覧時の SFX 経由の

有無と回数の比較 

表 4に分野・データベース別のリンクサー

ビス利用回数のうち Clickthrough数の上位 20

分野を示す．表 4は中間窓に表示されたリン

クサービスすべての回数を合計したもので

ある．表 3に示したように，リンクサービス

利用の上位は電子ジャーナル全文，所蔵図書

館検索など論文の入手を行うものである．特

に電子ジャーナル全文はその84%と大半を占

めるため，表 4 で示した Clickthrough 値が電

子ジャーナルを主とした全文入手の要求が

あった回数に近似しているものとして分析

した． 

SFXが提供するリンクサービスへのアクセ

ス回数と情報総合センターが購読する電子

ジャーナルのアクセス回数を比較した場合，

情報総合センターが購読する電子ジャーナ

ルについては PNAS，Science，Nature などを

含む総合科学分野Multidisciplinary Sciencesが

全体の 20%，農林水産研究に関連した Plant 

Sciences, Agronomy, Biochemistry & Molecular 

Biology, Ecology, Agricultureの 5分野の合計が

全体の40%とこれらの分野にアクセスが集中

している．一方，SFX を経由したリンクサー

ビスへのアクセスでは，農学関連 5分野への

アクセスは全体の35%と多いことは共通して

いるが，総合科学分野へのアクセスは 2%と

少ない． 

  情報総合センターが購読する電子ジャー

ナルのうち何らかの利用があった 1,303 誌に

ついて，タイトルごとにその利用経路を調査

した．図 3にその割合を示す．全体の 47%の

タイトルに SFX を経由したアクセスが含ま

れており，残りの 53%のタイトルは SFX を全

く経由せず直接アクセスされている．また，

SFX 経由のアクセスのうち，11%はアクセス

の半数以上が直接ではなく SFX 経由でのア

クセスであった．また，電子ジャーナルタイ

トル数とアクセス回数の比較とアクセス経

路の別を図 4に示す．主たるアクセスが SFX

経由か否かに関わらず，アクセス回数の多い

電子ジャーナルは少なく，500 回を超えるタ

イトルは 50誌以下であった． 特に SFX 経由

のアクセスが多い電子ジャーナルではタイ

トルごとのアクセス回数は少なく，ほとんど

のタイトルで 10回に満たない． 

 

5.3 データベースセッション数と電子ジャー

ナル閲覧回数 

表 4 の下部にデータベースごとに見た

Request 数，Clickthrough 数と各データベース

のセッション数，1 セッション当たりの

Request 率を示す．例えば，WoS を検索した

利用者のうち 85％は論文入手を求めて SFX

のリンクアイコンをクリックし中間窓を開

いており，そのうち 66%は電子ジャーナルな

どの入手手段が利用できたことを示す． 

データベースごとの 1Request あたりの

Clickthrough 率の割合は 66%～79%と 70%前

後であるが，1 セッションあたりの Request

率の割合を見ると， WoS の 85%から

MEDLINE の 8%までその差は大きい． 

 



12 

 

6. 考察 

表 3と表 4の結果から，検索元となったデ

ータベースの種類に関わらず，表示された中

間窓からの Clickthrough 率の割合は 70%前後

と大きな違いはない．データベースごとに見

た場合，WoS では 1 セッションあたりの

Request 率が 85%と他のデータベースと比較

して高いことから，入手する必要性が高い論

文を収録しているデータベースと言える．  

一方，専門分野に特化したデータベースで

ある BIOSIS（生命科学），CAB（農学），

MEDLINE（医学）の Clickthrough 率は 66%～

79%で WoS（66%）と大きな差はない．しか
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セ
ス
回
数
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電子ジャーナルサイトへのアクセスが半数

SFX経由が半数以上

図 4 アクセス経由別タイトル数比較 

図 3 アクセス経由別タイトル数割合 

SFXを経由したアクセスが半数未満のタイトル

(471タイトル, 36%)

SFXを経由したアクセスが半数以上のタイトル

(141タイトル, 11%)

SFXを経由せずにアクセスされたタイトル

(691タイトル, 53%)
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し， 1セッションあたりの Request 数は 35%

～8%と WoS と比較して半分以下と低く，検

索は行われてもこれらのデータベースに収

録されている論文を入手する必要性は少な

いものと考えられる．このように，論文を入

手するかどうか判断した結果が 1セッション

あたりの Request 率に反映されていると言え

る． 

また，最新号の目次検索に活用されてきた

CCC については，1 セッションあたりの

Request 率は 68%と他と比較して少なくない

ものの，セッション数は 3,865 回と他のデー

タベースより低い．これは電子ジャーナルの

登場で，特に目次のみの検索を行わなくとも

電子ジャーナルの Web サイト上で同様の情

報が提供されていることが主因と考える．  

 電子ジャーナルについては，表 4 から

Multidisciplinary Sciencesのような総合科学分

野へは SFX や文献データベースを経由せず

直接に掲載元の Web サイトへアクセスされ

ることが圧倒的に多く，農学関連分野につい

ては SFX 経由でのアクセスが多いことが解

る．例えば，Multidisciplinary Sciences で見る

と，購読EJ全アクセス数 21,640回に対して，

Clickthrough 数計 826 回と SFX を経由しての

アクセスは４%であることから，この分野の

電子ジャーナル利用のほとんどが SFX を経

由しない直接のアクセスである．また，農学

分野である Agronomyで見ると，購読 EJ 全ア

クセス数 11,602 回に対して，Clickthrough 数

計 2,710 回，24％と約 1/4 が SFX 経由のアク

セスであった．このように，分野による SFX

経由のアクセスの割合には違いがある．  

また，図 3・図 4から，通常のWebサイト

経由のアクセスに SFX を経由したアクセス

が加わることにより，一雑誌タイトルあたり

のアクセス回数は少ないが契約している電

子ジャーナル全体がより多くのアクセスを

獲得していると考えられる． 

なお，オープンアクセス誌はアクセスログ

の全体像が把握できないため詳細な分析対

象としてないが，SFX を経由したアクセスは

延べ 1,747 誌（アクセス数 8,181 回）である

ことから，結果として SFX の利用がオープン

アクセス誌の利用にも役立っていると考え

られる． 

このことから，コアジャーナルは直接にア

クセスされるが，専門分野に特化しかつ相対

的に閲覧回数の低い雑誌のアクセス方法と

してリンクリゾルバが介在することで，これ

らの可視性を高め利用に結びつける効果が

ある． 

さらに，リンクリゾルバとデータベースを

組み合わせた利用は，一定規模の電子ジャー

ナルの購読を前提として，WoSのような幅広

い分野の雑誌タイトルを収録したデータベ

ースの場合であれば，直接に雑誌論文を入手

する可能性を高めることができる． 

 

7． まとめ 

以上，リンクリゾルバ，データベース，電

子ジャーナルそれぞれが関連したアクセス

の様態についてアクセスログを元に明らか

にした． 

把握できた利用者行動の一つとして，デー

タベースでの検索後に全文の入手が行われ

ているか否かを，データベースのセッション

数とリンクリゾルバのログ分析により明ら

かすることができた．特に，専門分野に特化

したデータベースと幅広い分野を収録した

データベースでは，検索後に全文入手が試み

られている割合は明確に異なっていた．一方，

電子ジャーナルへのアクセスについては，リ
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ンクリゾルバを経由したアクセスと，リンク

リゾルバを経由しない全文ダウンロードの

比率が，電子ジャーナルのタイトルや分野に

よって異なることを明らかにした． 

しかし，専門分野に特化したデータベース

において，検索後に全文入手が行われなかっ

た原因を今回の分析では明らかにできなか

った．この点については，今後，情報総合セ

ンターで契約している電子ジャーナルの分

野や各データベースの収録範囲の精査など

を通じて検討したい． 

今回の分析においては SFX の管理機能を

利用してログを出力したが，標準の統計機能

ではリンクサービスのうち電子ジャーナル

の利用のみを集計する機能を有していない．

また，リンク元ソースとリンクサービスをひ

も付けた情報，例えば誰がいつどのデータベ

ースから Request を行い，どの論文にアクセ

スしたかまでは記録されておらず，検索から

論文入手までの行動を完全に把握すること

は SFXのみでは困難である．個人情報を伏せ

た上で，対象を電子ジャーナルなどに限定で

き，かつ一連の利用行動が把握できる統計情

報が正規の機能として提供されれば，より正

確な分析が可能になるであろう． 

なお，リンクリゾルバによっては，今回の

分析で利用した「リンク元ソースごとの SFX

利用頻度集計」に相当する機能を有しないも

のもあり，現状では本稿での手法を全ての導

入事例に対して適用することは困難である．

これを容易にするには，各社のリンクリゾル

バにおいて相当の集計機能が必要である． 

SCREAL調査[2]においては，大量の論文の

検索機能を有する電子ジャーナルプラット

フォームと索引・抄録データベースの機能の

差違が意識されなくなっていることが指摘

されている．このことは，利用者にとってデ

ータベースの検索とその結果である論文の

電子的入手が当然の機能であることを示唆

している． 

このような状況を考えると，近年サービス

が開始された SciVerseのような電子ジャーナ

ルプラットフォーム（ScienceDirect）と二次

情報データベース（Scopus）とが統合された

サービスは必然性が高いと言える．また，リ

ンクリゾルバのような，各種のサービスから

電子ジャーナルへ利用者を誘導するツール

の重要性はさらに高まると考える．文献デー

タベースの導入・選定の側面からは，収録誌

の質や範囲に加え，電子ジャーナルの購読状

況など全文入手の可能性も併せて検討され

るべきである． 
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